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北海導十勝国大樹附近油徴地予察調査、
島　　田　　忠　　夫果

　　　　　　　　　R6sum6

Report　on　th　Reco皿naisance　Survey　of　tke　Oil

　　In通ieationintkeNeig血bourhoo40f

　　Taiki，Tokac血i　Province，HOkkai直o

　　　by

Tada6Shimada

　　　丁赴e　reconnaisance　survey　was　performed　to　discussぬe　possibility　of　discovering6i1

Imd　gas　ln　the　n¢ighbourhood　of　Talki　where　the　neogene　sediments　develop　widely・

　　　The歯・1・gicdata・btained｝gasandgilseepagesaregivenint五ispaper，andin

conclusionthewritersuggestsasfo110ws：

・1）　It　is　desirable　to　survey　geoIogically　in　detail　about　the　structure　and　rock　facies　in

the　northem　part　of』Ni曲ida　Meadow　w五ere　gas　and　oil　seepages　are　found　and　are　composed

structurally　of　two　anticlines．

　2）・It　is　also　needful　to¢arry　the　geological　and　geochemical　survey　for　the　purpose　of

clearing　the　economica耳value　and　nature　oだ皿atural　gas　ore　in　the　neighbourhood　o萱Tomewaka，

1．　緒 盟筒

　十勝地方の石油に関する調査は従来ほとんど行われた

ことがなく，ただ石油技術協会誌に幕別町南方猿別川澹一

岸の油徴に関する報告が，北海道大学理学部佐々教授に

よつてなきれているだけである。

　筆者は昭和26年8月下旬より9月下旬にかけて新第三

紀暦が広く分布している地帯を十勝国広尾郡大樹町を中

心として，石油および天然ガスを対象に予察調査を行つ

たo

　目的とするところは，十勝地方の獅第主紀層分布地帯

が今後石油に関する地質調査の対象になりうるか，その

可能性の検討を行うために，この地域の大略の地質層序

と各地暦の岩相の特徴をつかみ，油徴地に関する知識と

相まつて将来の石油資源開発のための基礎資料の蒐集を

行うことであつた。

2．油徴地およびガス

　2．1　遠別川沿澤油徴地

　油徴地は十勝川支流の遠別川上流，，おおよそ3kfhの

地点で，地質は川滑いの段丘堆積暦の下位に池田暦と思

　莱北海道支所

われる淡青色游泥岩が走向・傾斜N18。E，15。SEで露出

し，厚き20cm前後の暗褐色細粒砂岩の不規則なレンズ

状の挾みが介在している。その砂岩中に軽質の石油が滲

潤しているが，その量は極く少量であつた。

　2．2　西田牧場のガス徴地

　大樹町芽武の西田牧場内，・アィボンア川中流の河成段

丘堆積隆の崩れである灘泥・泥質砂・腐蝕土よりなる川

床よリガスが噴出している。このうち一番盛んにガスを

噴出している孔（直径9mm）は，点火すると約15cm

の焔をあげて蓮続的にガスが燃焼する（3m3／α）。この地

点からは合計4。5m3んのガスが噴出しているものと認め

た。・附近の山地の地質は尾田村織色砂岩暦および尾田村

稼状頁岩暦より構成されていてyかつて山地に防室壕を

掘つた際に油の滲潤が認められたことがある由である。』

このガスは多分石油系のガスであつて，断暦面に沿つて

下部から上昇し，たまたまその断暦面がアイボンア川と

交叉して，その水中に気泡を生じ人目にふれたものと思

われる。ガスの噴出は約40年前から土地の人に知られて

いた由であるo
　　　　とうベロ
　2．3　当縁のガス徴地

　西田牧場の東北方6kmのホロカヤントー沼に注ぐ川

の王流の沖積土よりなる湿地帯の面積約50m2の地域に，
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極く少量のガスの発生が認められるo目測して発生母は

・0．5～1m3／q程度であっ七，しばしば湿地帯に；普通見藁

けられる沼気ガスの発生と区別することが困難なもので

ある。附葦の四囲を構成する低い台地状の山地には上部

大樹暦が分布している。
　　　やむわつか
　2．4止若のガス徴地
　止若市街地の深度約100mの掘抜井戸の水中より，サ

イダーの気泡程度のガスが発生している。掘抜井戸がこ

の附近に分布する亜炭暦を貫いて掘難きれていることか

ら考えて，ガスは池田暦（滝川暦）中から出ているもの

と、思われる。

3．地質層序

　この地方の地質暦序は暦序概念図の如くであるが，各

地暦の岩相・産出化石・暦厚等については北海道地質調査

会報告第三号，大樹図幅．（10方分の1）の説明書に報告き

れている。大樹図幅では，中新世広尾暦群を下部から日

方川暦・中ノ川暦・ヌピナイ川暦・尾田村暦とに分けて
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一　『

いるが，このうちの中ノ川暦は分布地域に，おいての観察

では，その地域が中生暦の粘板岩であつたり，またはそ

の粘板岩の上に明らかな不整合関係をもつて接し，化石

を多数包含している地暦（日方川暦）であつたりして，

大樹図幅説明書に記載されている暦準と岩相（凝友質暗一

友色の砂岩および同暦泥岩の互暦）を持つ中ノ川暦の分

布はなく，しかも中ノ川暦の岩相に該当する地暦はヌピ

ナイ川層の一部において明らかに観察されるので，中ノ

川沢の存在は頗る疑問である。したがつて，筆者は中ノ

川暦ときれている地暦はヌピナイ川の中部に含ま飾るも

のと考え，広尾暦群から中ノ川暦を除くことが適当と思

’
、

う。

　なお，ヌピナイ川暦の暗次色砂質泥岩中より次の化石

を得た。採取箇所は目方川上流の尾田村部落と無願部落

との中聞に相当する河岸である。

，』σ認伽κ郷s識初oプ倣ピαNAG盛o　and　FU」10KA　7θκθ毎

　oαプ42‘Z　sp．　　　　　　　　・

　ノVαピ蜘sp．

　　　　　Ch名yso40卿％S　sp．

　　　　このうちCα”招π加3sα伽o腕α勘N．＆F』

　　　　は秋田大学藤岡博士がかつて滝ノ上膚から

　　　　辣取したどの報告がある。

4．結　論

1）西田牧場のガス徴地の北方地域およ

び当縁川東方地域に，尾田村板状頁岩暦に“

よつて構成きれた2つの背斜構造が存在す

るが，，この地域に少数ながら油徴地および

ガス徴地が存在するので，地質構造と各地

暦の岩相をより正確に知るために，この地

域を中心として5万分の1の地形図を使用

する概査を実施する必要があると思う。

2）止若附近の天然ガス鉱床の実態を明

ちかにするため，今後この附近を中心とし

て地質調査と地化学探査を実施したい己

　　　　（昭和26年8月～9月調査）・・

第1図　千勝國大樹周辺地質暦序概念図一
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